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ストラディヴァリ的な図像・文献学から見る楽器の再現



はじめに

バロックの時代、音楽の世界で花形だった楽器がある。マンドリンである。どこより
もまずイタリアで、ミラノ型からローマ型、ジェノヴァ型、ヴェネツィア型、ナポリ型（こ
こから今日よく用いられるマンドリンができた）にいたるまで、州や、異なった環境の中で
調弦なども異なる様々な種類のものが発達した。劇場やサロンなどで、この楽器の為に作曲
された楽曲が奏でられ、ヴァイオリンやフルートなどのかわりに旋律を担当する楽器として
用いられた。

　後期バロック時代に（1700 年代後半から、1800 年代初期）、北イタリア、またそれ
に陸続きのヨーロッパ諸国で、ガット 4 単弦のマンドリンが存在したことが知られている。
ブレーシャ型、もしくはクレモナ型マンドリンと呼ばれているマンドリンである。

　ミラノ型マンドリンなどに比べ、アプローチが簡単であったことから、当時、大変
もてはやされた。今日、ブレーシャ型マンドリンを文献学的にみて正しく再現するに至った
のは、既に古楽器を弾く奏者達が、オリジナルの曲を演奏するのに貢献するであろうことは
無論、チューニングの異なる古楽器に触れたことのない現代のマンドリン、ヴァイオリン奏
者が、このガット４単弦の楽器を使用することで、簡単にバロックそのものの音の再現を、
指使いに惑わされることなくできるのではないかと思ったからだ。このような華奢な楽器か
ら、室内楽などで、他の楽器と協演してもサロンの隅々にまで聴こえ、遠くまで飛んでいく、
華やかな音が出ることなど誰が想像しようか。

ここに発表する研究結果では、このような、あまり世間一般には知られていないもの
の、マンドリン史の、ある一定の時代を語る上では無視できない知識側面に触れていこうと
思う。

歴史

コラショーンは歴史書にしばしば登場するが、奏法も含め、実際の
ところはあまり知られておらず、コラションチーノ（同じコラショーンで
もサイズの小さいもの）やブレーシャ / クレモナ型マンドリンにいたって
は、どういった場で用いられたのか、18 世紀や 19 世紀によく使われていた
という以外分からず、今日まで残っている譜面も数多くない。

コラショーンに関しては、17、18 世紀に中・南部イタリアで民族楽
器として使われていたというのが一般的な認識であるが、20 世紀半ばまで
使われていたらしいとも言われている。ことに、コンメディア・デッラル
テなどでは盛んに使われていた。歴史的な楽器のコレクションに残るいく
つかのオリジナル楽器のほか、文学や図像学の中でもよく登場するのにも

関わらず、即興で伴奏などに用いられたのが祟ったの
か、譜面として書かれたものはほとんど残されていな
い。

コラションチーノに至っては更に資料が少な
く、18 世紀の北イタリアで、貴族や文化人の間で使わ
れていたらしいこと以外分かっていない。

「サロン的」な絵画以外に、マリエッラ・サラや
ウーゴ・オルランディによると、当時、宗教団体（大概
においてイエズス会）がその当時の指導者クラスの子弟
の教育の為に運営していた「アカデミア・デイ・ノービ

リ（貴族アカデミー）」が存在したが、ここでは、武術、舞踊、修辞学などのほか、当然のこ
とながら音楽も学科として組み込まれていた。そこで教授された楽器として、18 世紀に最も
リクエストの高かったのがマンドリン（当時、最も人気があった）で、それらの楽器の中に
はコラションチーノも含まれていた。当時のヨーロッパでは、コッラ兄弟が各地の劇場やサ
ロンを、コラションチーノとギターを演奏してまわって大成功を収めたことが知られている。
ドメニコ・コッラは、唯一、この楽器の為の楽曲を残したことで知られている。

　ブレーシャ型、クレモナ型マンドリンにいたっては、19 世紀にドイツ語で最初の教
則本を残したボルトラッツィが知られており、そこには、当時、この種のマンドリンが大変
もてはやされていたとあるが、それについては信憑性が低い。

楽器学的側面

楽器学から見てもコラショーンとコラションチーノの特徴を定義するのは厄介であ
る。（時代、場所、使用法によって）２～４弦あり、また、民間などでは１７００年代半ばま
で２～３弦であったようだ。チューニングは５度（３弦目はオクターブ）。小柄なボディに

（時代と共に大きくなったようである）ついた長い竿には、１６～２２のフレットガット（フ
レットを示す為に用いた、通常、ガット弦）がつけられた。弦は（ ガット弦が普通。中に
は、金属弦が用いられたケースもある）、固定されたブリッジから、鎌型の糸倉に納められた
糸巻きに巻かれる。演奏にはピックが用いられた。中には、はっきりと「樹皮でできたピッ
ク」と言及するものもある（大抵の場合、桜）。

ブレーシャ型マンドリンに関しては、現存している楽器を分析してみても、４単弦で、
全体の長さが３０～３３ ｃｍ、ガットフレット（またはフレット）が９～１０あり、調弦は
５度であることを除いては（ナポリ型マンドリンやヴァイオリンと同じ）たいそう似通って
いる。（コラショーンと同じように）使用弦はガット弦、糸巻きは鎌型、ロゼッタ（装飾の施
されたホール）は羊皮紙、または、表面版（木材）をじかに細工し
たもの（一般的）、又は、全くそれがないただのホールのもの（た
だしこの場合、羊皮紙でできていたロゼッタが後に紛失された可能
性もある）がある。

　ブレーシャ型（もしくはクレモナ型）マンドリンの定義
は、ボルトラッツィに依ろう。実際、この楽器は多く、彼の地方で
多く用いられていたのだ。

これらの楽器（コラショーン、ブレーシャ/ クレモナ型マン
ドリン）が、同じような地域、重なった時代に存在し（コラション
チーノに関しては、１８世紀半ばよりだんだんと消滅し、ブレー
シャ型マンドリンがその頃から１９世紀初期まで台頭した）、楽器
学上、相似した点があることから、ブレーシャ型マンドリンがコラ
ションチーノより発達し、その時代を風靡したサロン音楽を奏する
にふさわしい形になったのでは、という推測は、そんな

に外れてはいないのではないかと思われる。
ウーゴ・オルランディは、1760 年、フランシス・ルポーに

よって作られたマンドリン（ミラノの楽器博物館に保存）が、コッ
ラの依頼によって、中部ヨーロッパ遠征の際に製作された最初の物
ではないかという仮説を立てている。

仮説としては、ある一定の手がかりに基づいており、それな
りに魅力的なものではあるが、決定的な証拠に欠けている為、あく
まで仮定の域から出ない。18 世紀半ばまで、北イタリアでコラショ
ンチーノが文化人の間で頻繁に用いられ、そこから徐々に時間をか

描かれた楽器について

しかしながら、渦中の人物がコラションチーノに象徴されることに間違いはない。貴
族を描いた絵画の中でも、これだけはっきり鮮明にこの楽器が描かれたものは他にないから
だ。

前述した通り、この絵の重要なところは、細かなところまでしっかりと描写されてい
るところである。

・まず始めに、ガット弦が 4 弦張られているタイプのものである ( 低音弦が巻き弦に
なっているかどうかこの絵でははっきりしない )。

・全体的に見ても典型的なコラションチーノで、フレットガット が 18 本あり、白っ
ぽい木材でできた小さめの ボディ、骨材でカバーされたブリッジが用いられている。

・フレットガットは二重になっているが、（ヴィオラ・ダ・ガ
ンバのように）、このことからも絵中の楽器が想像上のものではな
く、実際にあった楽器をモデルに描いたことが分かる。（当然のこと
ながら 1741 年より、以前のもの）。ネックがかなり先細りしている
ため、フレットガット一本だけではしっかり固定できなかった為で
あろう。ここで一つ興味深いのは、そのうち一本だけ赤いミネラル
着色されたフレットガットがあることだ。鉱物でで重さを増した
ガット弦をフレットに用いるのも珍しいことではあるが、ここで注
目したいのはそれが 5 フレット目に使用されていることである。おそらく、フレットを分か
りやすくする為の手段だったのだろう。簡単ではあるが、とても効果的な方法である。

・鎌型の糸倉は先端に四角い盾飾りがついており、四つの白っぽい糸巻きの先端には
小さな丸い、骨材の装飾が施されている。

・表面板は、周囲をはめ木細工で縁取った羊皮紙のロゼッタ で飾られている。

・指板は骨材で縁取られた黒檀製で、黒檀の先端は表面板まで延びており、指板方向
に長く伸びた表面板と交わっている。

絵は、細部まで詳細に描かれており、しかもとても正確で、当時のクレモナのスタイ
ルと合致している（思い切って言うならば、ストラディヴァリのものと大変よく似ている）。

・糸倉はヴァイオリンのものとよく似ていて、黒いラインで縁取られている。これも、当時
のクレモナの職人がよく用いた手法である。スクロール

（渦巻き）ではなく盾飾りがついているのは撥弦楽器の典
型であるが、当時はヴァイオリンにもこれが使われること
があった（1735 年にジュゼッペ・グアルネリ・デル・ジェ
ズーが製作したヴァイオリンを見ていただきたい…下の
写真…盾飾り に黒いラインが入っている）。このコラショ
ンチーノのライン取りもかなりはっきりしている（ストラ
ディヴァリの製作した楽器にはよく用いられており、彼の
工房で実際に使われていた盾飾り用の、厚紙でできた型紙
がストラディヴァリ博物館に残っている。）。洗練され

けて、その当時の音楽に適応すべく、ブレーシャ / クレモナ型マンドリンに発達していった
のではないかという説のほうが、可能性としては高いと思われる。

図象学からの見地

クレモナで 1742 年に描かれた、楽器の特徴を
よく捉えて描かれたコラションチーノを手にする貴
族の像が見つかった。上記の仮説を強化するのに一役
買ってくれた上、沢山の情報が詰まっており、私の仕
事には大変刺激になった。

作者の分からぬその絵は「@1741 年 5 月 31 日、
クレモナ」の表示があり [*18 世紀から「@」は日付を
表す記号として用いられた ]、肖像画の主が一体何者
なのかも判明しない。しかし、我々にとっては場所と
時代がはっきりしていることが資料として貴重なの
である。

服装から、高貴な身分らしいその男性は片手に羽ペンを持ち、もう一方の手に鳥の絵
の描かれた一枚の紙を持っている（あたかもペンで落書きしたような）。男性は 3 つのサクラ
ンボ、コンパス、インク壺、譜面などの混ざった紙が置かれたテーブルに腰掛けている。こ
の紙の上に置かれたのがコラションチーノで、かなり丁寧に描かれている。

これが見つかったとき、絵は、モンテプルチャーノの修復技師、メアリー・リッピ氏
の机の上で所有者の依頼による修復中で、絵画としてはそこそこの出来だが、修復によって、
背景が変わるであろうことを告げられた（修復後はほとんど一色に塗りつぶされた）。が、コ
ラションチーノに関しては、あまり考慮されなかった。ここに挙げた写真は（勿論、所有者
の許可を得て）、修復前、修復最中、修復後に撮られたものである。

描かれた人物の特定は、絵の中に描かれた多くのシンボルから音楽家か、設計士であろうと
思われる。コンパスは設計を示唆するシンボルで、3 つのサクランボや落書きのような鳥の
絵も興味を引く。時に、このようなシンボルが、肖像画の人物の苗字の特定につながること
があるが、残念なことに今回はこの人物を仮定するにも至らなかった。
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ンチーノが文化人の間で頻繁に用いられ、そこから徐々に時間をか

描かれた楽器について

しかしながら、渦中の人物がコラションチーノに象徴されることに間違いはない。貴
族を描いた絵画の中でも、これだけはっきり鮮明にこの楽器が描かれたものは他にないから
だ。

前述した通り、この絵の重要なところは、細かなところまでしっかりと描写されてい
るところである。

・まず始めに、ガット弦が 4 弦張られているタイプのものである ( 低音弦が巻き弦に
なっているかどうかこの絵でははっきりしない )。

・全体的に見ても典型的なコラションチーノで、フレットガット が 18 本あり、白っ
ぽい木材でできた小さめの ボディ、骨材でカバーされたブリッジが用いられている。

・フレットガットは二重になっているが、（ヴィオラ・ダ・ガ
ンバのように）、このことからも絵中の楽器が想像上のものではな
く、実際にあった楽器をモデルに描いたことが分かる。（当然のこと
ながら 1741 年より、以前のもの）。ネックがかなり先細りしている
ため、フレットガット一本だけではしっかり固定できなかった為で
あろう。ここで一つ興味深いのは、そのうち一本だけ赤いミネラル
着色されたフレットガットがあることだ。鉱物でで重さを増した
ガット弦をフレットに用いるのも珍しいことではあるが、ここで注
目したいのはそれが 5 フレット目に使用されていることである。おそらく、フレットを分か
りやすくする為の手段だったのだろう。簡単ではあるが、とても効果的な方法である。

・鎌型の糸倉は先端に四角い盾飾りがついており、四つの白っぽい糸巻きの先端には
小さな丸い、骨材の装飾が施されている。

・表面板は、周囲をはめ木細工で縁取った羊皮紙のロゼッタ で飾られている。

・指板は骨材で縁取られた黒檀製で、黒檀の先端は表面板まで延びており、指板方向
に長く伸びた表面板と交わっている。

絵は、細部まで詳細に描かれており、しかもとても正確で、当時のクレモナのスタイ
ルと合致している（思い切って言うならば、ストラディヴァリのものと大変よく似ている）。

・糸倉はヴァイオリンのものとよく似ていて、黒いラインで縁取られている。これも、当時
のクレモナの職人がよく用いた手法である。スクロール

（渦巻き）ではなく盾飾りがついているのは撥弦楽器の典
型であるが、当時はヴァイオリンにもこれが使われること
があった（1735 年にジュゼッペ・グアルネリ・デル・ジェ
ズーが製作したヴァイオリンを見ていただきたい…下の
写真…盾飾り に黒いラインが入っている）。このコラショ
ンチーノのライン取りもかなりはっきりしている（ストラ
ディヴァリの製作した楽器にはよく用いられており、彼の
工房で実際に使われていた盾飾り用の、厚紙でできた型紙
がストラディヴァリ博物館に残っている。）。洗練され

けて、その当時の音楽に適応すべく、ブレーシャ / クレモナ型マンドリンに発達していった
のではないかという説のほうが、可能性としては高いと思われる。

図象学からの見地

クレモナで 1742 年に描かれた、楽器の特徴を
よく捉えて描かれたコラションチーノを手にする貴
族の像が見つかった。上記の仮説を強化するのに一役
買ってくれた上、沢山の情報が詰まっており、私の仕
事には大変刺激になった。

作者の分からぬその絵は「@1741 年 5 月 31 日、
クレモナ」の表示があり [*18 世紀から「@」は日付を
表す記号として用いられた ]、肖像画の主が一体何者
なのかも判明しない。しかし、我々にとっては場所と
時代がはっきりしていることが資料として貴重なの
である。

服装から、高貴な身分らしいその男性は片手に羽ペンを持ち、もう一方の手に鳥の絵
の描かれた一枚の紙を持っている（あたかもペンで落書きしたような）。男性は 3 つのサクラ
ンボ、コンパス、インク壺、譜面などの混ざった紙が置かれたテーブルに腰掛けている。こ
の紙の上に置かれたのがコラションチーノで、かなり丁寧に描かれている。

これが見つかったとき、絵は、モンテプルチャーノの修復技師、メアリー・リッピ氏
の机の上で所有者の依頼による修復中で、絵画としてはそこそこの出来だが、修復によって、
背景が変わるであろうことを告げられた（修復後はほとんど一色に塗りつぶされた）。が、コ
ラションチーノに関しては、あまり考慮されなかった。ここに挙げた写真は（勿論、所有者
の許可を得て）、修復前、修復最中、修復後に撮られたものである。

描かれた人物の特定は、絵の中に描かれた多くのシンボルから音楽家か、設計士であろうと
思われる。コンパスは設計を示唆するシンボルで、3 つのサクランボや落書きのような鳥の
絵も興味を引く。時に、このようなシンボルが、肖像画の人物の苗字の特定につながること
があるが、残念なことに今回はこの人物を仮定するにも至らなかった。
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はじめに

バロックの時代、音楽の世界で花形だった楽器がある。マンドリンである。どこより
もまずイタリアで、ミラノ型からローマ型、ジェノヴァ型、ヴェネツィア型、ナポリ型（こ
こから今日よく用いられるマンドリンができた）にいたるまで、州や、異なった環境の中で
調弦なども異なる様々な種類のものが発達した。劇場やサロンなどで、この楽器の為に作曲
された楽曲が奏でられ、ヴァイオリンやフルートなどのかわりに旋律を担当する楽器として
用いられた。

　後期バロック時代に（1700 年代後半から、1800 年代初期）、北イタリア、またそれ
に陸続きのヨーロッパ諸国で、ガット 4 単弦のマンドリンが存在したことが知られている。
ブレーシャ型、もしくはクレモナ型マンドリンと呼ばれているマンドリンである。

　ミラノ型マンドリンなどに比べ、アプローチが簡単であったことから、当時、大変
もてはやされた。今日、ブレーシャ型マンドリンを文献学的にみて正しく再現するに至った
のは、既に古楽器を弾く奏者達が、オリジナルの曲を演奏するのに貢献するであろうことは
無論、チューニングの異なる古楽器に触れたことのない現代のマンドリン、ヴァイオリン奏
者が、このガット４単弦の楽器を使用することで、簡単にバロックそのものの音の再現を、
指使いに惑わされることなくできるのではないかと思ったからだ。このような華奢な楽器か
ら、室内楽などで、他の楽器と協演してもサロンの隅々にまで聴こえ、遠くまで飛んでいく、
華やかな音が出ることなど誰が想像しようか。

ここに発表する研究結果では、このような、あまり世間一般には知られていないもの
の、マンドリン史の、ある一定の時代を語る上では無視できない知識側面に触れていこうと
思う。

歴史

コラショーンは歴史書にしばしば登場するが、奏法も含め、実際の
ところはあまり知られておらず、コラションチーノ（同じコラショーンで
もサイズの小さいもの）やブレーシャ / クレモナ型マンドリンにいたって
は、どういった場で用いられたのか、18 世紀や 19 世紀によく使われていた
という以外分からず、今日まで残っている譜面も数多くない。

コラショーンに関しては、17、18 世紀に中・南部イタリアで民族楽
器として使われていたというのが一般的な認識であるが、20 世紀半ばまで
使われていたらしいとも言われている。ことに、コンメディア・デッラル
テなどでは盛んに使われていた。歴史的な楽器のコレクションに残るいく
つかのオリジナル楽器のほか、文学や図像学の中でもよく登場するのにも

関わらず、即興で伴奏などに用いられたのが祟ったの
か、譜面として書かれたものはほとんど残されていな
い。
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く、18 世紀の北イタリアで、貴族や文化人の間で使わ
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の教育の為に運営していた「アカデミア・デイ・ノービ

リ（貴族アカデミー）」が存在したが、ここでは、武術、舞踊、修辞学などのほか、当然のこ
とながら音楽も学科として組み込まれていた。そこで教授された楽器として、18 世紀に最も
リクエストの高かったのがマンドリン（当時、最も人気があった）で、それらの楽器の中に
はコラションチーノも含まれていた。当時のヨーロッパでは、コッラ兄弟が各地の劇場やサ
ロンを、コラションチーノとギターを演奏してまわって大成功を収めたことが知られている。
ドメニコ・コッラは、唯一、この楽器の為の楽曲を残したことで知られている。

　ブレーシャ型、クレモナ型マンドリンにいたっては、19 世紀にドイツ語で最初の教
則本を残したボルトラッツィが知られており、そこには、当時、この種のマンドリンが大変
もてはやされていたとあるが、それについては信憑性が低い。

楽器学的側面

楽器学から見てもコラショーンとコラションチーノの特徴を定義するのは厄介であ
る。（時代、場所、使用法によって）２～４弦あり、また、民間などでは１７００年代半ばま
で２～３弦であったようだ。チューニングは５度（３弦目はオクターブ）。小柄なボディに

（時代と共に大きくなったようである）ついた長い竿には、１６～２２のフレットガット（フ
レットを示す為に用いた、通常、ガット弦）がつけられた。弦は（ ガット弦が普通。中に
は、金属弦が用いられたケースもある）、固定されたブリッジから、鎌型の糸倉に納められた
糸巻きに巻かれる。演奏にはピックが用いられた。中には、はっきりと「樹皮でできたピッ
ク」と言及するものもある（大抵の場合、桜）。
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されたホール）は羊皮紙、または、表面版（木材）をじかに細工し
たもの（一般的）、又は、全くそれがないただのホールのもの（た
だしこの場合、羊皮紙でできていたロゼッタが後に紛失された可能
性もある）がある。
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ところはあまり知られておらず、コラションチーノ（同じコラショーンで
もサイズの小さいもの）やブレーシャ / クレモナ型マンドリンにいたって
は、どういった場で用いられたのか、18 世紀や 19 世紀によく使われていた
という以外分からず、今日まで残っている譜面も数多くない。

コラショーンに関しては、17、18 世紀に中・南部イタリアで民族楽
器として使われていたというのが一般的な認識であるが、20 世紀半ばまで
使われていたらしいとも言われている。ことに、コンメディア・デッラル
テなどでは盛んに使われていた。歴史的な楽器のコレクションに残るいく
つかのオリジナル楽器のほか、文学や図像学の中でもよく登場するのにも

関わらず、即興で伴奏などに用いられたのが祟ったの
か、譜面として書かれたものはほとんど残されていな
い。

コラションチーノに至っては更に資料が少な
く、18 世紀の北イタリアで、貴族や文化人の間で使わ
れていたらしいこと以外分かっていない。

「サロン的」な絵画以外に、マリエッラ・サラや
ウーゴ・オルランディによると、当時、宗教団体（大概
においてイエズス会）がその当時の指導者クラスの子弟
の教育の為に運営していた「アカデミア・デイ・ノービ

リ（貴族アカデミー）」が存在したが、ここでは、武術、舞踊、修辞学などのほか、当然のこ
とながら音楽も学科として組み込まれていた。そこで教授された楽器として、18 世紀に最も
リクエストの高かったのがマンドリン（当時、最も人気があった）で、それらの楽器の中に
はコラションチーノも含まれていた。当時のヨーロッパでは、コッラ兄弟が各地の劇場やサ
ロンを、コラションチーノとギターを演奏してまわって大成功を収めたことが知られている。
ドメニコ・コッラは、唯一、この楽器の為の楽曲を残したことで知られている。

　ブレーシャ型、クレモナ型マンドリンにいたっては、19 世紀にドイツ語で最初の教
則本を残したボルトラッツィが知られており、そこには、当時、この種のマンドリンが大変
もてはやされていたとあるが、それについては信憑性が低い。

楽器学的側面

楽器学から見てもコラショーンとコラションチーノの特徴を定義するのは厄介であ
る。（時代、場所、使用法によって）２～４弦あり、また、民間などでは１７００年代半ばま
で２～３弦であったようだ。チューニングは５度（３弦目はオクターブ）。小柄なボディに

（時代と共に大きくなったようである）ついた長い竿には、１６～２２のフレットガット（フ
レットを示す為に用いた、通常、ガット弦）がつけられた。弦は（ ガット弦が普通。中に
は、金属弦が用いられたケースもある）、固定されたブリッジから、鎌型の糸倉に納められた
糸巻きに巻かれる。演奏にはピックが用いられた。中には、はっきりと「樹皮でできたピッ
ク」と言及するものもある（大抵の場合、桜）。

ブレーシャ型マンドリンに関しては、現存している楽器を分析してみても、４単弦で、
全体の長さが３０～３３ ｃｍ、ガットフレット（またはフレット）が９～１０あり、調弦は
５度であることを除いては（ナポリ型マンドリンやヴァイオリンと同じ）たいそう似通って
いる。（コラショーンと同じように）使用弦はガット弦、糸巻きは鎌型、ロゼッタ（装飾の施
されたホール）は羊皮紙、または、表面版（木材）をじかに細工し
たもの（一般的）、又は、全くそれがないただのホールのもの（た
だしこの場合、羊皮紙でできていたロゼッタが後に紛失された可能
性もある）がある。

　ブレーシャ型（もしくはクレモナ型）マンドリンの定義
は、ボルトラッツィに依ろう。実際、この楽器は多く、彼の地方で
多く用いられていたのだ。

これらの楽器（コラショーン、ブレーシャ/ クレモナ型マン
ドリン）が、同じような地域、重なった時代に存在し（コラション
チーノに関しては、１８世紀半ばよりだんだんと消滅し、ブレー
シャ型マンドリンがその頃から１９世紀初期まで台頭した）、楽器
学上、相似した点があることから、ブレーシャ型マンドリンがコラ
ションチーノより発達し、その時代を風靡したサロン音楽を奏する
にふさわしい形になったのでは、という推測は、そんな

に外れてはいないのではないかと思われる。
ウーゴ・オルランディは、1760 年、フランシス・ルポーに

よって作られたマンドリン（ミラノの楽器博物館に保存）が、コッ
ラの依頼によって、中部ヨーロッパ遠征の際に製作された最初の物
ではないかという仮説を立てている。

仮説としては、ある一定の手がかりに基づいており、それな
りに魅力的なものではあるが、決定的な証拠に欠けている為、あく
まで仮定の域から出ない。18 世紀半ばまで、北イタリアでコラショ
ンチーノが文化人の間で頻繁に用いられ、そこから徐々に時間をか

描かれた楽器について

しかしながら、渦中の人物がコラションチーノに象徴されることに間違いはない。貴
族を描いた絵画の中でも、これだけはっきり鮮明にこの楽器が描かれたものは他にないから
だ。

前述した通り、この絵の重要なところは、細かなところまでしっかりと描写されてい
るところである。

・まず始めに、ガット弦が 4 弦張られているタイプのものである ( 低音弦が巻き弦に
なっているかどうかこの絵でははっきりしない )。

・全体的に見ても典型的なコラションチーノで、フレットガット が 18 本あり、白っ
ぽい木材でできた小さめの ボディ、骨材でカバーされたブリッジが用いられている。

・フレットガットは二重になっているが、（ヴィオラ・ダ・ガ
ンバのように）、このことからも絵中の楽器が想像上のものではな
く、実際にあった楽器をモデルに描いたことが分かる。（当然のこと
ながら 1741 年より、以前のもの）。ネックがかなり先細りしている
ため、フレットガット一本だけではしっかり固定できなかった為で
あろう。ここで一つ興味深いのは、そのうち一本だけ赤いミネラル
着色されたフレットガットがあることだ。鉱物でで重さを増した
ガット弦をフレットに用いるのも珍しいことではあるが、ここで注
目したいのはそれが 5 フレット目に使用されていることである。おそらく、フレットを分か
りやすくする為の手段だったのだろう。簡単ではあるが、とても効果的な方法である。

・鎌型の糸倉は先端に四角い盾飾りがついており、四つの白っぽい糸巻きの先端には
小さな丸い、骨材の装飾が施されている。

・表面板は、周囲をはめ木細工で縁取った羊皮紙のロゼッタ で飾られている。

・指板は骨材で縁取られた黒檀製で、黒檀の先端は表面板まで延びており、指板方向
に長く伸びた表面板と交わっている。

絵は、細部まで詳細に描かれており、しかもとても正確で、当時のクレモナのスタイ
ルと合致している（思い切って言うならば、ストラディヴァリのものと大変よく似ている）。

・糸倉はヴァイオリンのものとよく似ていて、黒いラインで縁取られている。これも、当時
のクレモナの職人がよく用いた手法である。スクロール

（渦巻き）ではなく盾飾りがついているのは撥弦楽器の典
型であるが、当時はヴァイオリンにもこれが使われること
があった（1735 年にジュゼッペ・グアルネリ・デル・ジェ
ズーが製作したヴァイオリンを見ていただきたい…下の
写真…盾飾り に黒いラインが入っている）。このコラショ
ンチーノのライン取りもかなりはっきりしている（ストラ
ディヴァリの製作した楽器にはよく用いられており、彼の
工房で実際に使われていた盾飾り用の、厚紙でできた型紙
がストラディヴァリ博物館に残っている。）。洗練され

けて、その当時の音楽に適応すべく、ブレーシャ / クレモナ型マンドリンに発達していった
のではないかという説のほうが、可能性としては高いと思われる。

図象学からの見地

クレモナで 1742 年に描かれた、楽器の特徴を
よく捉えて描かれたコラションチーノを手にする貴
族の像が見つかった。上記の仮説を強化するのに一役
買ってくれた上、沢山の情報が詰まっており、私の仕
事には大変刺激になった。

作者の分からぬその絵は「@1741 年 5 月 31 日、
クレモナ」の表示があり [*18 世紀から「@」は日付を
表す記号として用いられた ]、肖像画の主が一体何者
なのかも判明しない。しかし、我々にとっては場所と
時代がはっきりしていることが資料として貴重なの
である。

服装から、高貴な身分らしいその男性は片手に羽ペンを持ち、もう一方の手に鳥の絵
の描かれた一枚の紙を持っている（あたかもペンで落書きしたような）。男性は 3 つのサクラ
ンボ、コンパス、インク壺、譜面などの混ざった紙が置かれたテーブルに腰掛けている。こ
の紙の上に置かれたのがコラションチーノで、かなり丁寧に描かれている。

これが見つかったとき、絵は、モンテプルチャーノの修復技師、メアリー・リッピ氏
の机の上で所有者の依頼による修復中で、絵画としてはそこそこの出来だが、修復によって、
背景が変わるであろうことを告げられた（修復後はほとんど一色に塗りつぶされた）。が、コ
ラションチーノに関しては、あまり考慮されなかった。ここに挙げた写真は（勿論、所有者
の許可を得て）、修復前、修復最中、修復後に撮られたものである。

描かれた人物の特定は、絵の中に描かれた多くのシンボルから音楽家か、設計士であろうと
思われる。コンパスは設計を示唆するシンボルで、3 つのサクランボや落書きのような鳥の
絵も興味を引く。時に、このようなシンボルが、肖像画の人物の苗字の特定につながること
があるが、残念なことに今回はこの人物を仮定するにも至らなかった。
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た糸巻きもさることながら、この楽器がかなりの高い意識を持っ
て製作されたことは間違いない。

・ロゼッタは前述したとおり、はめ木細工で周囲を縁取ら
れており、黒いスタッコに骨細工で菱形と円が交互に連なる装飾
が施されていて、ストラディヴァリの製作したギターにも似てい
る。絵に描かれた物は、白黒の細いラインに囲まれたところまで
同じである。同様の装飾はストラディヴァリのヴァイオリンにも

用いられた。そして、この黒い円形の縁取りとロゼッタの間に僅
かに見えている表面板の色も、絵にしっかり描かれている。ホー
ルはロゼッタになっていたようで（羊皮紙か、又はそれに木材を
組み合わせたもの）、これもストラディヴァリ製作のギターを思い
起こさせる。

これがストラディヴァリの手がけたコラションチーノだと
特定するのは不可能だとしても、

これまで挙げた要素から、クレモナの、おそらくストラディ
ヴァリの工房にかかわる職人の手によるものであることは間違い
はないだろう。絵にある、「Cremona1741」という表記はそれを裏
付けてくれる。（絵の作者が実際にあった楽器を忠実にこの絵に再

現したことは大いに信じていいところだろう）。

このような楽器から、ブレーシャ / クレモナ型マンドリンへと変遷を辿ったことを仮
定するのはそんなに難しいことではない。ネックを短くしてそこに 10 本だけガットフレット
を取り付け、その他の要素を全て残すと、あっという間にブレーシャ / クレモナ型マンドリ
ンになってしまうではないか。

再現にあたって

クレモナの 18 世紀周辺の楽器製作者は、しばしば様々なスタイルのマンドリンを製作
しており、ストラディヴァリも彼の工房による色々なタイプの型紙や図案を残している。

ストラディヴァリ以外にマンドリンの製作を手がけた職人として、ベルゴンツィ一一
家がある。ミケランジェロとツォジモ（ベルゴンツィ家筆頭、カルロの子）カルロ二世（ツォ
ジモの子、初代カルロの孫）の作品が今日まで残っている。

肖像画に見られるコラションチーノと、そのネックを短くしたマンドリンの再現にあ
たり、絵画だけでは資料不十分な為、実際に残っている楽器から必要な情報を引き出すこと
が重要になった。

ローマの国立楽器博物館には様々な興味深い楽器が展示されているが、その中に、ベ
ルゴンツィによって作られた、ブレーシャ型マンドリンと同じ型のものがある。ミケランジェ
ロ（出生はミラノか）のマンドリンと、カルロ・ベルゴンツィのラベルのついたマンドリン
である。

カルロ二世によって手がけられたらしいこの楽器は、ブレーシャ型としては、楽器と
してかなり完成されたものである（18 世紀の終わりから 19 世紀の初期にかけて作られ、時
期としてはこのタイプの楽器が最も流布していた頃である）。が、ラベル上、製作年月日が記
されていたところだけがなぜか破損しているところがどうにも腑に落ちない。
国立楽器博物館は 1800 年代終わりごろから 1900 年代初期に、骨董市から収集した楽器も所
蔵している。こういったものの中には、楽器そのものの価値を上げるために、どういった変
遷を辿ったかを隠蔽し、いかにも古めかしい趣を出すべく手を加えた上で市に並んだ代

物も多かった。このマンドリンの場合、オリジナルの部分
は大変よくできた本物ではあるが、厚く塗られたニス（先
述の「ごまかし」には、よく使われた手だった）なども含
め、様々に手が加えられた跡が残っている。「思いがけな
い破損」によって、孫のカルロではなく、もしかしたらカ
ルロ一世に結びついたかもしれないその製作年月日を消
してしまうとは（時代的にはもっと古い物であることの証
拠になるし、製作者としても名を知られ、評価されてい
た）、なんともあきれた「ごまかし」方である…。

どちらにしろ、大変興味深い作品であることに変わりはなく、肖像画中の楽器とも共
通点が多い。

今回の研究のために、僅か数時間で
あるが、これを手元に置くことができた。測
量で傷をつけてしまうのを避けるため、まず
ボディの部分をレーザーでスキャンし、後に
ソフトで全体の形を見極めるべく修正をか
けてみた。本来の美しさ、寸法などを保って
いるとはいえ、表面板がオリジナルかどうか
疑わしいものの、この方法で、楽器全体のの
厚みや長さなどを採寸することに成功した。

その結果、ブリッジはどうやら後か
ら取り替えられたことが判明し、今現在のポ
ジションも正しくないことが分かった。この
ことから、表面板 や、力木の配置（当時の
慣習にしては正しい）など、全体的な比率が
あっていないのではないかという仮定が
立った。表面板上、かすかに残った、後世に
付け加えられた指板（今日は失われてしまっ
ているが）の跡が一役買ってくれた。

前述したとおり、肖像画に描かれた
とおりの特徴をよく残している。

・形や大きさなどそっくりで、全体の様相も酷似している。
・糸倉には簡単な長方形のキャッピングがされていて、ヴァイ

オリンのそれと似て、すばらしい出来具合で、スタイルも合致する。
（糸巻きも全てがオリジナルではないが同時代に作られた他の

楽器とよく似ている。）
・指板にのびた表面板の割合は、全体からするとつり合っていないよ
うだ。勿論、オリジナルの可能性もあるが、いずれも、かなり昔に共
鳴板が取り替えられた可能性がある。どちらにせよ、ボディに流れ込
むような指板の黒いライン（ひげ模様）と縁取りは格別、肖像画の描
写を髣髴とさせる。今現在、マンドリンには黒、白、黒の縁取りに、
外回りを骨材で飾り、それを共鳴板まで伸ばす方法が取られている。
ボディのひげ模様は黒檀で、引き続き、共鳴板全体を黒く縁取るよう
になっている。絵の中では、指板は黒檀で、外回りは骨材、さらに外
縁が又、黒檀になっている。勿論、白よりも、黒ではっきりと縁取り
をしたかったであろう、この絵の作者の好みにもよろうが、楽器の再現にあたっては外縁を
白く残すことに決まった。（なんといっても、この方がひげ模様を繋ぎ合わせるのに好都合で
ある上、1680 年に製作されたストラディヴァリのマンドリンにあるものともそっくり

作業に当たって

2012 年 8 月現在までの研究成果によって、マンドリンが再現され（全長 335cm）、サイ
ズの異なる二種類のコラションチーノが製作過程にある。一台は全長 540mm、指板に 18 本の
フレットガットが取り付けられ（肖像画と全く同じ物）、残る一台は、オリジナルの楽器から
採寸されて、全長 640mm、指板に 22 本のフレットガットがつく。

アクイラ・コルデのミンモ・ペルッフォとの共同作業の結果、最初の２弦にはプレー
ンガットが張られ、３弦には「Demi-File é」[* オープン巻き弦 ]、4 弦はクローズ巻き弦を
用いた。が、これに関しては、歴史的、音楽的観点から研究を重ね、様々なものを試してみ
るつもりである。弦のテンションであるが、ガットの強度、当時の技術などを鑑みる必要が
あろう。出発点としては、ピックを使用していたことを考慮して、かなり高いテンションが
選ばれた（４～ 4.5kg が第一弦、そこから徐々にテンションを落とていく）。

調弦に関しては、肖像画にあるような 4 弦のコラションチーノ（18 本のガットフレッ
トのあるもの）の存在から、音楽に応じて、様々な調弦方法が用いられたと考えられる。弦
も、マンドリンに張るものと同じガット弦を使うことも有り得るだろう。長い弦をピックで
弾くことを想定した結果、チューニングは弦にかかるテンションをやや高めに設定した 5 度
下である。

* 訳者注
訳　西山みき
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ロレンツォ・リッピ

コラションチーノは 18 世紀のクレモナ / ブレーシ
ャ型マンドリンの祖か ?

ストラディヴァリ的な図像・文献学から見る楽器の再現
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た糸巻きもさることながら、この楽器がかなりの高い意識を持っ
て製作されたことは間違いない。

・ロゼッタは前述したとおり、はめ木細工で周囲を縁取ら
れており、黒いスタッコに骨細工で菱形と円が交互に連なる装飾
が施されていて、ストラディヴァリの製作したギターにも似てい
る。絵に描かれた物は、白黒の細いラインに囲まれたところまで
同じである。同様の装飾はストラディヴァリのヴァイオリンにも

用いられた。そして、この黒い円形の縁取りとロゼッタの間に僅
かに見えている表面板の色も、絵にしっかり描かれている。ホー
ルはロゼッタになっていたようで（羊皮紙か、又はそれに木材を
組み合わせたもの）、これもストラディヴァリ製作のギターを思い
起こさせる。

これがストラディヴァリの手がけたコラションチーノだと
特定するのは不可能だとしても、

これまで挙げた要素から、クレモナの、おそらくストラディ
ヴァリの工房にかかわる職人の手によるものであることは間違い
はないだろう。絵にある、「Cremona1741」という表記はそれを裏
付けてくれる。（絵の作者が実際にあった楽器を忠実にこの絵に再

現したことは大いに信じていいところだろう）。

このような楽器から、ブレーシャ / クレモナ型マンドリンへと変遷を辿ったことを仮
定するのはそんなに難しいことではない。ネックを短くしてそこに 10 本だけガットフレット
を取り付け、その他の要素を全て残すと、あっという間にブレーシャ / クレモナ型マンドリ
ンになってしまうではないか。

再現にあたって

クレモナの 18 世紀周辺の楽器製作者は、しばしば様々なスタイルのマンドリンを製作
しており、ストラディヴァリも彼の工房による色々なタイプの型紙や図案を残している。

ストラディヴァリ以外にマンドリンの製作を手がけた職人として、ベルゴンツィ一一
家がある。ミケランジェロとツォジモ（ベルゴンツィ家筆頭、カルロの子）カルロ二世（ツォ
ジモの子、初代カルロの孫）の作品が今日まで残っている。

肖像画に見られるコラションチーノと、そのネックを短くしたマンドリンの再現にあ
たり、絵画だけでは資料不十分な為、実際に残っている楽器から必要な情報を引き出すこと
が重要になった。

ローマの国立楽器博物館には様々な興味深い楽器が展示されているが、その中に、ベ
ルゴンツィによって作られた、ブレーシャ型マンドリンと同じ型のものがある。ミケランジェ
ロ（出生はミラノか）のマンドリンと、カルロ・ベルゴンツィのラベルのついたマンドリン
である。

カルロ二世によって手がけられたらしいこの楽器は、ブレーシャ型としては、楽器と
してかなり完成されたものである（18 世紀の終わりから 19 世紀の初期にかけて作られ、時
期としてはこのタイプの楽器が最も流布していた頃である）。が、ラベル上、製作年月日が記
されていたところだけがなぜか破損しているところがどうにも腑に落ちない。
国立楽器博物館は 1800 年代終わりごろから 1900 年代初期に、骨董市から収集した楽器も所
蔵している。こういったものの中には、楽器そのものの価値を上げるために、どういった変
遷を辿ったかを隠蔽し、いかにも古めかしい趣を出すべく手を加えた上で市に並んだ代

物も多かった。このマンドリンの場合、オリジナルの部分
は大変よくできた本物ではあるが、厚く塗られたニス（先
述の「ごまかし」には、よく使われた手だった）なども含
め、様々に手が加えられた跡が残っている。「思いがけな
い破損」によって、孫のカルロではなく、もしかしたらカ
ルロ一世に結びついたかもしれないその製作年月日を消
してしまうとは（時代的にはもっと古い物であることの証
拠になるし、製作者としても名を知られ、評価されてい
た）、なんともあきれた「ごまかし」方である…。

どちらにしろ、大変興味深い作品であることに変わりはなく、肖像画中の楽器とも共
通点が多い。

今回の研究のために、僅か数時間で
あるが、これを手元に置くことができた。測
量で傷をつけてしまうのを避けるため、まず
ボディの部分をレーザーでスキャンし、後に
ソフトで全体の形を見極めるべく修正をか
けてみた。本来の美しさ、寸法などを保って
いるとはいえ、表面板がオリジナルかどうか
疑わしいものの、この方法で、楽器全体のの
厚みや長さなどを採寸することに成功した。

その結果、ブリッジはどうやら後か
ら取り替えられたことが判明し、今現在のポ
ジションも正しくないことが分かった。この
ことから、表面板 や、力木の配置（当時の
慣習にしては正しい）など、全体的な比率が
あっていないのではないかという仮定が
立った。表面板上、かすかに残った、後世に
付け加えられた指板（今日は失われてしまっ
ているが）の跡が一役買ってくれた。

前述したとおり、肖像画に描かれた
とおりの特徴をよく残している。

・形や大きさなどそっくりで、全体の様相も酷似している。
・糸倉には簡単な長方形のキャッピングがされていて、ヴァイ

オリンのそれと似て、すばらしい出来具合で、スタイルも合致する。
（糸巻きも全てがオリジナルではないが同時代に作られた他の

楽器とよく似ている。）
・指板にのびた表面板の割合は、全体からするとつり合っていないよ
うだ。勿論、オリジナルの可能性もあるが、いずれも、かなり昔に共
鳴板が取り替えられた可能性がある。どちらにせよ、ボディに流れ込
むような指板の黒いライン（ひげ模様）と縁取りは格別、肖像画の描
写を髣髴とさせる。今現在、マンドリンには黒、白、黒の縁取りに、
外回りを骨材で飾り、それを共鳴板まで伸ばす方法が取られている。
ボディのひげ模様は黒檀で、引き続き、共鳴板全体を黒く縁取るよう
になっている。絵の中では、指板は黒檀で、外回りは骨材、さらに外
縁が又、黒檀になっている。勿論、白よりも、黒ではっきりと縁取り
をしたかったであろう、この絵の作者の好みにもよろうが、楽器の再現にあたっては外縁を
白く残すことに決まった。（なんといっても、この方がひげ模様を繋ぎ合わせるのに好都合で
ある上、1680 年に製作されたストラディヴァリのマンドリンにあるものともそっくり

作業に当たって

2012 年 8 月現在までの研究成果によって、マンドリンが再現され（全長 335cm）、サイ
ズの異なる二種類のコラションチーノが製作過程にある。一台は全長 540mm、指板に 18 本の
フレットガットが取り付けられ（肖像画と全く同じ物）、残る一台は、オリジナルの楽器から
採寸されて、全長 640mm、指板に 22 本のフレットガットがつく。

アクイラ・コルデのミンモ・ペルッフォとの共同作業の結果、最初の２弦にはプレー
ンガットが張られ、３弦には「Demi-File é」[* オープン巻き弦 ]、4 弦はクローズ巻き弦を
用いた。が、これに関しては、歴史的、音楽的観点から研究を重ね、様々なものを試してみ
るつもりである。弦のテンションであるが、ガットの強度、当時の技術などを鑑みる必要が
あろう。出発点としては、ピックを使用していたことを考慮して、かなり高いテンションが
選ばれた（４～ 4.5kg が第一弦、そこから徐々にテンションを落とていく）。

調弦に関しては、肖像画にあるような 4 弦のコラションチーノ（18 本のガットフレッ
トのあるもの）の存在から、音楽に応じて、様々な調弦方法が用いられたと考えられる。弦
も、マンドリンに張るものと同じガット弦を使うことも有り得るだろう。長い弦をピックで
弾くことを想定した結果、チューニングは弦にかかるテンションをやや高めに設定した 5 度
下である。

* 訳者注
訳　西山みき
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